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1. はじめに 

著者らは階層型データを対象とした情報視

覚化手法「データ宝石箱」を提案している

[Ito01b][Ito04a]。「データ宝石箱」は大規模な

階層型データ全体を一画面に表現することを

目的としている。このような情報視覚化手法は

非常に用途が広く、実際に著者らは 

•  ウ ェ ブ サ イ ト の ア ク セ ス 傾 向 分 析

[Yam02][Yam03a] 

•  分 散 計 算 環 境 の 負 荷 分 布 監 視

[Yam03b][Ito05] 

•  ネットワーク不正アクセス監視[Ito04b] 

•  計算生物学シミュレーションのパラメー

タ最適化 

•  創薬用化合物データの分類結果表示 

•  テキストマイニング結果の視覚化 

•  ウェブ検索エンジン出力結果の視覚化 

といった広い目的に適用を進めている。 

本報告では、企業組織間のコミュニケーショ

ンの視覚化に「データ宝石箱」を適用した事例

について述べる。本報告では、企業組織を構成

する部署間のメールの流通量を基準として、部

署間のコミュニケーションの密度を視覚化す

る。この視覚化技術は、企業組織を横断するコ

ミュニケーションの発見・促進・評価に貢献で

きると考えられる。 

また本報告では、この視覚化結果に対するユ

ーザーアンケート結果を通して、情報視覚化に

対するユーザーの印象について考察する。 

 

2. 企業組織コミュニケーションの視覚化 

まず本報告が対象とする入力データを定義

する。本報告では、 

•  公式組織の木構造（部署を葉ノード、その

上位部門を枝ノードとする） 

•  コミュニケーショングラフ（部署ペア間の

メールトラフィック量をグラフ化する） 

を入力データとし、木構造データとグラフデー

タの両方を同時に一画面で表示する [Nak04]。

なお本報告では、 

•  部署を表現する葉ノードに対して、各々の

部署のメール送受信総数 

•  部署ペア間を表すアークに対して、各々の

部署間のメール総数 

が与えられているとする。 

このとき本報告では、以下の 2 ステップの処理

により、企業組織の木構造、およびその部署ペ

ア間のコミュニケーションを視覚化する。 

1. 企業組織の木構造を、「データ宝石箱」によ

り画面配置する。 

2. その上に、部署ペア間を表すアークを表現

する。ただし全てのアークを表示するので

はなく、メールトラフィック量が一定量以

上であるアークだけを表示する。 

本報告では、葉ノードに与えられている数値を

表現するために、葉ノードの高さまたは色を変

化させる。またアークに与えられている数値を

表現するには、アークの色を変化させる。 

図 1 に、ある企業組織の組織変更前および組

織変更後のコミュニケーション視覚化結果を

示す。この視覚化結果では、きわめてメールト

ラフィック量の多い部署ペア間を赤いアーク

で表示し、メールトラフィック量の低下にとも

なってアークの色相を黄、緑、青…と変化させ、

メールトラフィック量が一定以下であるアー

クは表示していない。図 1 によると、組織変更

前にメールトラフィック量の多かった部署ペ

アは、○で囲んだ「ごく近い組織」ばかりであ

るのに対して、組織変更後は「遠い組織」間に

もメールトラフィック量の多いペアが急増し

ているのが観察される。この視覚化結果から、

この企業の組織変更は、組織を横断する密接な

コミュニケーションを誘導することに成功し

た、ということが観察できる。 
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  企業組織間のコミュニケーションの視覚化

は、主に企業組織の改善やコンサルティングの

現場において、図 1 に示したような組織変更に

ともなうコミュニケーション量変化の評価の

他にも、例えば以下の目的に寄与できると考え

られる。 

•  木構造では表現しきれないマトリクス組

織構造の評価 

•  木構造に現れない非公式な派閥の発見 

また企業組織の評価や分析には、情報視覚化

以外の分析手法やシミュレーション手法など

も有効であると考えられる。企業組織の評価や

分析の過程において情報視覚化は、他の手法と

も組み合わせながら、以下の観点で実用性があ

ると考えられる。 

•  プレビューとして、企業組織の全体像の中

から、興味深い結果を示した部署を探しだ

す。 

•  ユーザーインタフェースとして、分析の過

程において、特定部署に関わる特定データ

を引き出す。 

•  プレゼンテーションとして、分析結果をわ

かりやすく説明できるような視覚化結果

を提示する。 

 

3. 提案手法における視覚化結果のユーザ

ーアンケート 

本報告の提案手法では、部署を表す葉ノード

に色および高さ、部署ペアを表すアークに色を

与えており、合計 8 通りの組み合わせがある。

本章ではこの 8通りの表現に対してユーザーア

ンケートを集計することで、提案手法の視覚化

結果について考察する。 

  まず 8 通りの視覚化結果を、以下のように定

義する（図 2参照）。 

(a)  ノードに色と高さの両方を与え、アークに

色を与える。 

(b)  ノードに高さを与え、アークに色を与える。 

(c)  ノードに色を与え、アークに色を与える。 

(d)  ノードに色も高さも与えず、アークに色を

与える。 

(e)  ノードに色と高さの両方を与え、アークに

色を与えない。 

(f)  ノードに高さを与え、アークに色を与えな

い。 

(g)  ノードに色を与え、アークに色を与えない。 

(h)  ノードに色も高さも与えず、アークに色を

与えない。 

本章では、この 8通りの視覚化結果を被験者

に提示し、この中から「好ましい画像」「好ま

しくない画像」を選択させた。なお選択は複数

回答可とした。本報告の被験者は合計 36人で、

そのうち CGや GUIに関する研究に携わったこ

とのある人が 21人であった。表 1に、8通りの

視覚化結果に対する回答集計結果を示す。 

 

表 1: 8 通りの視覚化結果の回答集計結果 

 好ましい 好ましくない 
(a) 12 14 
(b) 11 13 
(c) 24 2 
(d) 4 13 
(e) 12 8 
(f) 1 22 
(g) 6 8 
(h) 1 23 

 

また、以下の 3 項目について、CG 等の研究

に関係ある人と関係ない人に分類して再集計

した。 

(1)  ノードの数値表現に色と高さの両方を使う

ことの可否。((a)(e)が該当する。) 

(2)  ノードの数値表現に高さを使うことの可否。

((a)(b)(e)(f)が該当する。) 

(3)  数 値 情 報 が 欠 落 す る こ と の 可 否 。

((d)(e)(f)(g)(h)が該当する。) 

これらの再集計結果を表 2～4に示す。 

 

表 2: ノードの数値表現に色と高さの両方を使

うことの可否に関する回答集計結果 

 好ましい 好ましくない 
CG等関係者 15 10 

非 CG等関係者  8 13 

 

表 3: ノードの数値表現に高さを使うことの可

否に関する回答集計結果 

 好ましい 好ましくない 
CG等関係者 23 23 

非 CG等関係者  12 31 

 

表 4: 数値情報が欠落することの可否に関する

回答集計結果 

 好ましい 好ましくない 
CG等関係者 9 43 

非 CG等関係者  12 27 
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以上の回答集計結果について著者どうしで

考察を進めた結果として、以下のような点が議

論にあがった。 

表 1に示す結果から、最も多くの情報を表現

している(a)は評価が高くないが、そこから情報

を 1 組落としただけの(c)(e)などは評価が高か

った。この結果は、1 枚の画像に収める情報量

の適正化が、視覚化結果の印象に重要な影響を

与えることを示している、と考えられる。 

著者らは、最も情報量の少ない(h)が最も評価

が低くなると予想していたが、実際には(f)も(h)

と同等に評価が低かった。この結果は、むやみ

な立体表現は情報視覚化では歓迎されない可

能性があることを示している、と考えられる。 

情報視覚化は他の CG技術と異なり、ユーザ

ーは CG に精通していない可能性が高い。そこ

でユーザーアンケートにおいても、CG に精通

している人と精通していない人を分類して考

察することが重要である。表 2～4を見る限り、

CG 関係者と非 CG 関係者の間には、回答集計

結果に傾向の差が見られる。CG 関係者は立体

表現を容認し、情報の欠落を嫌う傾向にあるの

に対して、非 CG関係者は立体表現を嫌い、情

報の欠落を容認する傾向にある。この件につい

て非 CG 関係者（例えばビジネスコンサルタン

ト）と議論したところ、非 CG関係者が立体表

現を嫌う要因として、以下のような理由が考え

られる、という話題になった。 

•  非 CG関係者にとって立体表現は、情報の

隠蔽や誤読を誘いやすい。 

•  非 CG関係者は 3次元 CGボードなどの設

備を搭載していない計算機を使っている

ことが多い。 

•  非 CG 関係者の情報視覚化の用途には、

GUIやアニメーションを使わず、あくまで

も静止画としてのみ利用する用途が多い。

例えば紙で印刷する配布資料には、GUIや

アニメーションは利用できない。 

これらの背景により、本報告に限らず情報視

覚化では、依然として 2次元 CG技術をベース

にした研究も重要である、と考えられる。 

その他の少数意見として、アンケートに付記

されたコメントの中に、以下のような意見があ

ったことを加えておく。 

•  アークには色だけでなく太さも使っては

どうか。 

•  視覚障害者に対応するなら、色は色相より

明度を使うほうが望ましい。 

 

4. 関連手法 

本手法で用いた情報視覚化手法「データ宝石

箱」は、階層型データを対象としているが、階

層型データを対象とした情報視覚化手法は他

にも多数報告されている。これを大きく分類す

ると、以下のような手法があげられる。 

•  木構造を表現した手法[Lam96][Car95]。 

•  画 面 空 間 の 再 帰 分 割 に よ る 手 法

[Joh91][Bed02]。 

•  3 次元空間で入れ子構造を構築し、半透明

表示する手法[Rek93][Spr00]。 

•  「データ宝石箱」に代表される、2 次元空

間で入れ子構造を構築する手法。 

これらの手法には際立った優劣関係はなく、

用途に対して一長一短の関係にある。一方、本

報告が目的とする企業組織コミュニケーショ

ンの視覚化を、企業の改善やコンサルティング

などの現場で実用する場合に、必要とされる要

件には例えば以下のようなものがあげられる。 

•  全ての部署を平等な幾何形状で一画面に

全貌表示する。 

•  GUIとしても活用できるように、全ての部

署をクリッカブルな形で表示する。 

•  印刷配布物にも使えるように、全ての部署

を平面的に配置する。 

•  刻々と微小変化する組織構造をシームレ

スに表示する。 

「データ宝石箱」はこれらの全ての要件を満

たすという観点から、本報告の目的に合致した

階層型データ視覚化手法である、といえる。 

一方、本報告で提案する視覚化手法は、部署

ペア間のコミュニケーションをアークで表現

するという観点から、グラフデータ視覚化手法

としての側面も有する。グラフデータ視覚化手

法も多くの研究者によって議論が進んでいる

研究分野であり、有用なサーベイ書籍 [Bat99]

やサーベイ論文[Her00]も発行されている。典型

的なグラフデータ視覚化手法の多くは、画面の

混雑を避けるために、グラフを構成するノード

間の適正な距離を保ち、アークの長さの総和を

最小化する。これを実現する代表的な手法とし

て、ノードとアークに力学モデルを適用する手
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法 [Ead84][Ito01a]が知られている。しかし本報

告では、組織的に遠い部署間のコミュニケーシ

ョンの発見を目的の一つとしているので、上述

のような典型的なグラフデータ視覚化手法の

適用がふさわしいとは言えない。 

本報告の提案手法と同様に、木構造として分

布するノード間のコミュニケーションや因果

関係を視覚化する手法は、近年になっていくつ

か関連発表が見られる[Fek03][Azu04]。これら

はいずれも本報告と同様に、まず階層型データ

視覚化手法を適用してデータの画面配置を決

定し、続いてそれにグラフデータをマッピング

することで視覚化を実現している。これらの手

法と本報告に共通の課題として、グラフデータ

を効果的に表現するための曲線化技術、レンダ

リング技術、GUI技術、などがあげられる。 

 

5. むすび 

本報告では、企業組織のコミュニケーション、

具体的には部署間のメールトラフィック量を

視覚化するために、階層型データ視覚化手法

「データ宝石箱」を適用した手法を提案した。

またその視覚化結果に対するユーザーアンケ

ートを行い、その回答集計結果を考察した。 

本報告では、企業組織の木構造、各部署のメ

ール送受信量、各部署ペア間のメール量、とい

う単純なデータのみを入手した。しかし若干の

補助データを追加入手することができれば、格

段に効果的な視覚化結果を得られると考えて

いる。一例として著者らは、以下のような補助

データが有用ではないかと考えている。 

•  コミュニケーション増加が期待されてい

る部署ペアを表す補助データ。この補助デ

ータがあれば、コミュニケーション増加が

期待されているのに増加していない部署

ペアに対して、警告を発することが可能に

なる。 

•  組織変更前後の対応関係を表す補助デー

タ。例えば組織変更前後で対応する部署が

名称を変えた場合、その対応関係をもつこ

とで、組織変更前後の視覚化結果をシーム

レスにすることが可能になる。 

•  木構造だけでは表現しきれない、企業組織

の複雑なセマンティクス（例えばマトリク

ス構造）を強調するための補助データ。 

一方、視覚化手法自体の改良として、例えば

以下のような課題が考えられる。 

•  組織変更に伴うコミュニケーションの変

化をわかりやすく表示する機能。 

•  コミュニケーショングラフの効果的な曲

線化機能やレンダリング機能。 
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図 1 (上)組織変更前の視覚化結果。(下)
組織変更後の視覚化結果。 
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図 2  ユーザーアンケートで提示した画像。左：上から(a)～(d)。右：上から(e)～(h)。 


